
ともに
挑戦 と

もに感動 とも
に笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と
想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成25年2月1日現在

人　口　12,728人（△123）　男　6,073人（△82）

世　帯　 5,474戸（ △91）　女　6,655人（△41）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp
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火災・救急
テレホンガイド

  材　料   作り方

①豚肉は一口大に切る。タアサイは５ｃｍ
の長さに切る。にんじんは短冊に切る。
にんにく、しょうがはみじん切りにする。
②フライパンにごま油をひき、①のにん
にく、しょうがを炒める。香りが出てき
たら豚肉を入れ炒める。
③肉の色が変わってきたら①のタアサ
イ、にんじんを加え、さらに炒め合わせ
る。しんなりしてきたら混ぜ合わせた
調味料を加え、さらに炒める。

豚肉とタアサイの炒め物（２人分）

豚肉（スライス）…………………………… １２０ｇ
タアサイ…………………………………… １６０ｇ
にんじん……………………………………… ３０ｇ
にんにく…………………………………… １かけ
しょうが……………………………………… 少々
ごま油…………………………………… 大さじ１
＜調味料＞
オイスターソース……………………… 大さじ２
しょうゆ……………………………… 小さじ２/３
酢………………………………………… 小さじ２
中華だしの素…………………………… 小さじ１
片栗粉…………………………………… 小さじ１
水………………………………………… 小さじ２

料理名

　新山支部では地域の方とのふれあいの一つとして、民生委員、愛育委員合同で平成23年度、24年度と
「認知症を知ろう」と題した、勉強会を開きました。
　当日は、町の福祉課、保健課の職員に来ていただき、大勢の
方々と一緒に認知症にかからないよう、いつも明るく笑って暮
らすことが大事だと教わりました。
　ユーモアたっぷりの軽い体操あり、紙芝居や寸劇ありと楽し
いひとときを過ごしました。
　皆さんで支え合い、見守り、声掛けをしながら、温かい地域
の絆となっていくことを願って活動しています。

愛育委員会　活動報告（新山支部）

エネルギー：223kcal　たんぱく質：14.3ｇ　カルシウム：101mg　食塩：1.5ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊タアサイは、寒さに強いため長く使える野菜です。
チンゲン菜などと同じ中国野菜の一つで、炒め物などに適しています。
栄養委員も「緑の野菜を食べよう」という活動の一つとしてタアサイを普及して
います。
★タアサイの栄養
　葉の色が濃く、カロテン（ビタミンＡ）が多く１３０ｇ（両手に1杯分）食べれば、1日分必要なビタミンＡ
量が摂れます。また、カルシウム、カリウム、鉄などのミネラルも多く含まれています。なにより冬に収穫
できる貴重な野菜の一つです。

豊野栄養委員からのおすすめ野菜料理 今月の旬の野菜タアサイ

  2013. 3月号

広 報
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輝かしい未来に向かって

主な記事
・P02～誓いを胸に新成人が新たな門出
　　　　－平成25年吉備中央町成人式－
・P06～まちの話題
・P10～役場からのお知らせ
・P14～インフォメーション　など 【平成25年吉備中央町成人式実行委員】

ジャンプ
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■特　集 ■特　集

　

１
月
13
日
、
新
成

人
の
門
出
を
祝
う
平

成
25
年
吉
備
中
央
町

成
人
式
が
、
き
び
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
１

３
３
名
（
男
性
67
名

女
性
66
名
）
の
新
成

人
が
誕
生
し
、
式
典
に
は
１
０
7
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
本
町
長
か
ら
「
今
日
の
成
人
式
を
機
に
、

夢
を
勝
ち
取
っ
て
未
来
を
築
く
と
い
う
気
構
え
の
も
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
力
い
っ
ぱ
い
努
力
し
、
未
来
に
向
か
っ
て

進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
山や

ま

田だ

千ち

紘ひ
ろ

さ
ん
（
上
野
）
に
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
山
崎
町
議
会
議
長
か
ら
も
祝
辞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
片か

た

山や
ま

翔し
ょ
う

さ
ん
（
上
野
）
が
「
こ
れ
か
ら
、
私
た

ち
が
成
人
と
な
り
、
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
、
今
ま
で
以
上
に
言
動
や

行
動
に
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
良
識
あ
る
成
人
と
な

り
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
日
本
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
今
後
と
も
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

働
い
て
い
る
者
、
学
生
の
者
と
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
い
ず
れ
も
ま
だ

二
十
歳
を
迎
え
た
ば
か
り
で
、
大

人
と
し
て
、社
会
の
一
員
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
成
人
を
迎

え
た
今
、
頼
り
な
い
私
た
ち
で
は

あ
り
ま
す
が
一
層
の
努
力
を
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
新
成
人
の

代
表
10
名
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
の
企
画
に
よ
る
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
実
行
委
員
会
の
男
性
メ
ン
バ
ー
５

名
が
、
こ
の
日
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
た
和
太
鼓
の
演
奏
を

披
露
。そ
の
後
も
、中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
い
た
り
、
町
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
と
、
会
場
は
終
始
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

記
念
品
を
受
け
取
る
山
田
さ
ん

謝辞を述べる片山さん

集

誓
い
を
胸
に

が
新
た
な
門
出

新
成
人

―

平
成
25
年
吉
備
中
央
町
成
人
式―
特

成人を迎えて
� 成人式実行委員　海

うみ
野
の

　瞳
ひとみ
（下加茂）　

　成人式を終え、懐かしい友人や恩師の先生方との再会を喜びつつ、新成人とし
て気が引き締まる思いです。私たちはこれから、社会の一員としての自覚を持ち、
責任ある行動をしなければならないと改めて感じました。お話しいただいた、冷
ややかなこと、苦しいこと、煩わしいこと、そして閑、の四つのことに耐えると
いうこの「四耐」という言葉を心に留め、一人の大人として自立して生きていか
なくてはなりません。現在、吉備中央町にいる人、町外に出ている人、さまざま

ですが、それぞれが私たちの故郷である吉備中央町の発展に何らかの形で貢献できるように、努めなけれ
ばならないと感じました。そして、私たちをここまで育ててくれた両親、ともに過ごしてくれた友人、見
守ってくださった方々に、改めて感謝するとともに、それぞれがそれぞれの分野で活躍できるよう、気持
ちを新たにし、より一層努力しなければならないと思いました。
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加茂川中学校を卒業された皆さん

吉川中学校を卒業された皆さん

大和中学校を卒業された皆さん

竹荘中学校を卒業された皆さん

社
会
福
祉
法
人
吉
備
の
里

�

利
用
者
の
皆
さ
ん

エ
ヌ
イ
ー
シ
ー
ル
株
式
会
社

に
勤
め
ら
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ

ム
出
身
の
皆
さ
ん
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12
月
25
日
、
奉
仕
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
他
の
模
範
と

な
っ
た
岡
山
北
警
察
署
管
内
の
児
童

生
徒
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
善
行
少

年
表
彰
」
の
表
彰
式
が
岡
山
北
警
察

署
で
行
わ
れ
、
大
和
中
学
校
の
生
徒

会
執
行
委
員
会
と
上
竹
荘
小
学
校
の

高た
か

田た

優ゆ
う

希き

さ
ん
（
６
年
生
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
中
学
校
生
徒
会
執
行
委
員
会
は
、
地
域
へ
の
社
会
貢

献
に
つ
い
て
常
に
意
識
を
高
く
持
ち
、
清
掃
活
動
や
老
人

ホ
ー
ム
等
へ
の
訪
問
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
田
さ
ん
は
、
学
校
や
ク
ラ
ス
で
率
先
し
て
集
会
活
動
・

学
校
行
事
に
取
り
組
み
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
学
ん
だ
銭
太
鼓
や

ダ
ン
ス
を
地
域
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
祭
で
披
露
す
る
な

ど
、
常
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
他
の
児
童
を
ま
と
め
な
が
ら
模

範
と
な
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
15
日
、
豊
野
保
育
園
で
、
小
正
月
の
伝
統
行
事
で
あ

る
「
と
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豊
野
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
交
流
と
伝
統
文
化
の
継
承
を
目

的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
豊
野
保
育
園
の
園
児
と
豊

野
小
学
校
の
１
年
生
児
童
の
合
わ
せ
て
48
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

積
み
上
げ
ら
れ
た
門
松
に
点
火
し
炎
が
上
が
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
持
ち
寄
っ
た
書
道
の
作
品
や
お
飾
り
を
燃
や
し

て
、
字
の
上
達
や
１
年
間
の
健
康
を
願
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
竹
に
挟
ん
だ
お
も
ち
を
火
に
か
ざ
し
て
焼
き
、

焼
け
た
お
も
ち
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

　

園
児
の
小こ

ば
や
し林
聖せ

南な

ち
ゃ
ん
は
「
い
ろ
い
ろ
な
お
も
ち
が
食

べ
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
吉
川
本
地
堂
の
あ
る
神
護
寺
（
吉
川
）
で
、

伝
統
行
事
「
粥か

ゆ

管か
ん

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

粥
管
祭
り
は
、一
本（
早
稲
）、二
本（
中
稲
）、三
本（
晩
稲
）、

四
本
（
畑
物
）
の
し
る
し
の
入
っ
た
竹
筒
と
米
、
小
豆
を
一

緒
に
炊
き
、
竹
筒
に
入
っ
た
粒
の
数
で
そ
の
年
の
農
作
物
の

出
来
を
占
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
約
10
㎝
の
積
雪
の
中
、
吉
川
地
区
内
の
役
員
で

つ
く
る
吉
川
本
地
堂
等
文
化
財
保
存
会
の
７
名
が
参
加
。
約

30
分
炊
い
た
後
、
保
存
会
会
長
の
石い

し

原は
ら

昭し
ょ
う
じ二
さ
ん
（
吉
川
）

が
竹
筒
を
取
り
出
し
て
な
た
で
割
り
、
会
員
が
米
粒
を
数
え

ま
し
た
。
結
果
は
、
早
稲
16
粒
、
中
稲
１
粒
、
晩
稲
０
粒
、

畑
物
１
粒
と
、
早
稲
が
豊
作
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
、年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
（
平

成
24
年
12
月
１
日
～
平
成
25
年
１
月
３
日
）
に
あ
わ
せ
て
、

下
竹
荘
公
民
館
周
辺
の
交
差
点
で
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」

の
街
頭
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
日
没
前
後
の
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け

て
視
界
が
悪
く
な
り
、
人
対
車
両
の
事
故
が
多
発
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
車
の
存
在
を
他
者
（
車
）
に
知
ら
せ

る
た
め
に
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
促
す
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、交
通
安
全
協
会
下
竹
支
部
、ア
ク
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）

下
竹
、
下
竹
荘
公
民
館
、
岡
山
北
警
察
署
、
町
な
ど
、
交
通

安
全
・
防
犯
の
関
係
者
15
名
の
参
加
が
あ
り
、
啓
発
用
の
横

断
幕
・
小
旗
・
の
ぼ
り
等
を
持
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
下
校
中

の
児
童
生
徒
に
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」「
夕
方
・
夜
間
の

交
通
事
故
防
止
」
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の

�

街
頭
指
導
を
実
施
　

と
ん
ど
焼
き
で
無
病
息
災
願
う

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

農
作
物
の
作
況
占
う

「
善
行
少
年
表
彰
」を
受
賞

交
通
安
全
機
器
な
ど
を

�

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
か

ら
交
通
安
全
機
器
・
用
品
の
寄
贈
が
あ
り
、
１
月
７
日
、
び

ほ
く
農
業
協
同
組
合
の
田た

村む
ら

晴は
る

己み

代
表
理
事
組
合
長
が
来
庁

さ
れ
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
岡
山
県
本
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
協
同
組
合
を

通
じ
て
毎
年
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、
田
村
代

表
理
事
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
な
く
す
た
め
交
通
安
全
運
動
を
展
開
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
山
本

町
長
に
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

５
基
と
夜
光
ア
ー
ム
バ
ン
ド
35
本
な
ど
を
、
岡
山
市
農
業
協

同
組
合
か
ら
交
通
安
全
雨
傘
85
本
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
85

枚
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
交
通
安
全
運
動
啓
発
な

ど
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲

高
田
優
希
さ
ん

▲

大
和
中
学
校
生
徒
会
執
行
委
員
会

　

１
月
30
日
、
満
百

歳
の
誕
生
日
を
１
月

27
日
に
迎
え
ら
れ
た

溝み
ぞ

渕ぶ
ち

正ま
さ

子こ

さ
ん
（
上

田
西
）
に
、
お
よ
ろ

こ
び
状
や
記
念
品
、

祝
金
な
ど
が
、
岡
山

県
、
吉
備
中
央
町
、

吉
備
中
央
町
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

溝
渕
さ
ん
は
、
広

島
県
神
石
郡
油
木
町（
現
在
の
広
島
県
神
石
郡
神
石
高
原
町
）

で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
８
年
４
月
に
ご
結
婚
、
ご
主
人

と
洋
服
の
仕
立
屋
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
22
年
に

上
田
西
へ
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
、
農
業
を
し
な
が
ら
５
人
の

子
ど
も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
り
、手
先
が
器
用
な
の
で
、

ぬ
り
絵
や
編
み
物
を
し
た
り
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
70
歳
く

ら
い
の
つ
も
り
で
生
活
し
、

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
よ
く

食
べ
る
こ
と
。
ま
た
、
何
事

に
も
く
よ
く
よ
し
な
い
こ

と
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元

気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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■まちの話題 まちの話題
消
防
団
出
初
式
が

�

挙
行
さ
れ
ま
し
た
　

　

１
月
20
日
、
ロ
マ
ン
高
原

か
よ
う
総
合
会
館
で
、
平
成

25
年
吉
備
中
央
町
消
防
団
出

初
式
が
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙

行
さ
れ
、
出
席
し
た
消
防
団

員
約
４
０
０
人
が
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
目
指
し
て
士

気
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
開
式
の
辞
、
人
員
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
、�

金か
な

森も
り

義よ
し

美み

消
防
団
長
が「
昨
今
の
火
災
や
災
害
は
大
規
模
化
、

多
様
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
消
防
団
の
本
来
の

任
務
で
あ
る
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
と
い
う
使
命
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
山
市
消
防

局
と
適
切
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
消
防
団
員
と
な
る
よ
う
、
不
断
の
努
力
を
さ
れ

る
よ
う
望
み
ま
す
」
と
訓
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
延
べ
１
１
８
名
の
優
良
消
防
団
員
が
岡
山

県
知
事
表
彰
や
町
長
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰
な
ど
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
、

竹
荘
地
内
で
発
生
し
た
火

災
で
の
初
期
消
火
活
動
に

ご
貢
献
い
た
だ
い
た
奥お

く

田だ

泰や
す

伯み
ち

さ
ん
（
竹
荘
）
と
就

業
時
間
中
に
お
け
る
従
業

員
等
の
消
防
団
活
動
に
積

極
的
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

瀬
戸
内
部
品
株
式
会
社
、

エ
ヌ
イ
ー
シ
ー
ル
株
式
会

社
に
団
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

春季全国火災予防運動
３月１日～７日までは、春季全国火災予防運動期間です

　全国一斉に行われる春の火災予防運動は、空気が乾燥し、火災が発生しやすいシーズンを迎えるにあたり、
住民の皆さんに防火意識を高めていただき、火災および死傷者等の発生を防止することを目的としています。

全国統一防火標語は『消すまでは　出ない行かない　離れない』
★住宅防火　いのちを守る　７つのポイント★

◆４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を備える。
○�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる。

◆３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○�ストーブは、燃えやすいものから
離れた位置で使用する。
○�ガスこんろなどのそばを離れると
きは、必ず火を消す。

あぜ焼きなどを行う時のお願い
　あぜ焼き（土手焼き）やたき火など、火災とまぎらわしい煙または火炎を発する恐れのある行為をしよう
とする場合は、あらかじめ届出書を作成し、岡山市西消防署長まで提出することが必要です。
　理由の一つとして、消防署がそれを知らなければ、住民からの119番通報により火災と間違えて消防隊が
出動し、混乱することがあるからです。
◎一般的な注意事項
　１�　十分な消火準備をしておくとともに、焼却範囲の規模に応じて焼却を複数人で行うなど、監視や万一

の消火・通報に備えてください。
　２�　焼却しようとする場所が広範な場合には、一気に燃え広がるのを防ぐために、類焼防止区域を設ける

などして小区画ごとに行ってください。
　３�　火入れは「風下側」や「高所（斜面の上方）」から行うなど、一気に燃え広がらない方法で行ってくださ�

い。
　４�　万一、焼却が拡大するなど火災に発展しそうなときには、時機を失することなく119番通報してくだ

さい。
　５�　初期消火を行う場合には、自らの退避経路を確保しながら行うとともに、失敗したときには速やかに

安全な場所に避難してください。

【お問い合わせ先】　総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

保健福祉シリーズ 76
平成25年度　がん検診のお知らせ

　がんは、早期に発見できれば治る率は高くなります。検診では、症状の出ない早期のうちにがんを
発見することができます。平成25年度もがん検診を行いますので、ぜひ受診しましょう。

◎がん検診の内容
検診名 検査内容 対象者 検診方法 検診時期

子宮頸がん検診 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 集団検診 ４月頃

乳がん検診 視触診
マンモグラフィ検査

（視触診）30歳以上の女性
（マンモグラフィ）40歳以上の女性 集団検診 ４月頃

肺がん検診 胸部レントゲン検査
喀痰細胞診検査

（レントゲン）40歳以上
（喀痰検査）ハイリスク者 集団検診 ５月頃

胃がん検診 胃レントゲン検査 40歳以上 集団検診 ７月頃

大腸がん検診 便潜血反応検査 40歳以上
集団検診
または
個別検診

集団検診は７月頃、
個別検診は６～11
月頃

前立腺がん検診 血液検査 50歳以上の男性
集団検診
または
個別検診

集団検診は７月頃、
個別検診は６～11
月頃

肝炎ウイルス検査 血液検査 40歳以上で、これまでに肝炎ウ
イルス検査を受けたことがない人

集団検診
または
個別検診

集団検診は７月頃、
個別検診は６～11
月頃

集団検診は町内の公民館や施設等で、個別検診は指定医療機関で受けることができます。
詳しい日程や料金については、後日お配りする平成25年度保健事業計画や広報紙等でお知らせします。

◎無料クーポン券について
　対象の年齢の方には、子宮頸がん検診、乳がん検診、大腸がん検診、肝炎ウイルス検査の無料クー
ポン券をお送りします。無料クーポン券を使って、無料で町の検診を受けることができます。
※年齢は、平成25年４月１日時点での年齢になります。

年齢 生年月日

無料クーポン券の種類

子宮頸
がん検診

乳がん
検診

大腸
がん
検診

肝炎
ウイルス
検査

20歳 平成４（1992）年４月２日～平成５（1993）年４月１日 ○
25歳 昭和62（1987）年４月２日～昭和63（1988）年４月１日 ○
30歳 昭和57（1982）年４月２日～昭和58（1983）年４月１日 ○
35歳 昭和52（1977）年４月２日～昭和53（1978）年４月１日 ○
40歳 昭和47（1972）年４月２日～昭和48（1973）年４月１日 ○ ○ ○ ○
45歳 昭和42（1967）年４月２日～昭和43（1968）年４月１日 ○ ○ ○
50歳 昭和37（1962）年４月２日～昭和38（1963）年４月１日 ○ ○ ○
55歳 昭和32（1957）年４月２日～昭和33（1958）年４月１日 ○ ○ ○
60歳 昭和27（1952）年４月２日～昭和28（1953）年４月１日 ○ ○ ○
65歳 昭和22（1947）年４月２日～昭和23（1948）年４月１日 ○
※子宮頸がん検診・乳がん検診は女性のみ

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

３
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ３月19日（火）午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

相談
行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
25
年
３
月
７
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

日
　
　
時

会
　
　
場

３
月
５
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

3
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

軽
自
動
車
の
手
続
き
、

�

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
登

録
さ
れ
て
い
る
車
の
所
有
者
等
に
課
税
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

他
人
に
譲
っ
た
、
盗
難
に
遭
っ
た
、
壊
れ

た
の
で
廃
棄
し
た
等
、
車
の
所
有
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
名
義
変
更
や
廃
車
の
届
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
実
際
は
所
有
し

て
い
な
い
の
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

手
続
き
は
早
め
に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
し
く
車
を
購
入
・
譲
り
受
け
た

場
合
の
登
録
手
続
き
も
早
め
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※�

諸
手
続
き
を
事
業
所
等
に
委
託
さ
れ
た
方

は
、
委
託
先
に
手
続
き
の
完
了
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 

軽
自
動
車
の
登
録
・

�

名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き
先 

◆�

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
の

オ
ー
ト
バ
イ
）・
小
型
特
殊
自
動
車

　
�

吉
備
中
央
町　

住
民
課
・
吉
川
支
所
・
大

和
支
所
・
加
茂
川
総
合
事
務
所
・
井
原
出

張
所

◆
小
型
二
輪
自
動
車
・
軽
二
輪
自
動
車

　
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ
）

　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
７
２

　

岡
山
市
中
区
藤
原
２
４

－

１

　
栽
培
技
術
の
習
得
を
支
援
し
ま
す

平
成
25
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
実
習
の

�

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
実

習
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
岡
山
農
業
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
指
導
に
よ
り
、芽
か
き
、

誘
引
、
ホ
ル
モ
ン
処
理
等
の
ピ
オ
ー
ネ
の
基

本
的
な
栽
培
技
術
実
習
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
在
勤
の
方

募
集
人
数　

10
名
程
度

実
施
回
数　

�

年
10
回
程
度
（
初
回
は
５
月
上

旬
を
予
定
）

実
施
場
所　

�

か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

東　

ピ
オ
ー
ネ
ほ
場

参
加
費　

無
料

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
25
年
３

月
29
日
㈮
ま
で
に
農
林
課
へ
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
に
取
り
組
も
う

と
い
う
意
欲
の
あ
る
方
、
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課　

農
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

◆
軽
自
動
車
（
四
輪
貨
物
・
四
輪
乗
用
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務
所

　

☎
０
８
６

－

２
４
５

－

３
６
０
０

　

岡
山
市
北
区
久
米
１
７
７

－

３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

犬の登録および狂犬病予防注射について
　生後91日以上の全ての犬（室内犬も含む）は狂犬病予防法により、犬の登録および狂犬病予防注射
が義務づけられています。
　必ず登録（生涯1回のみ）と予防注射（毎年1回）を受けてください。

1．集合注射を受ける場合
　町では毎年春に集合注射を実施しています。
※日程表は広報きびちゆうおう4月号でお知らせいたしますので、注射会場と時間をご確認ください。
すでに登録をされている飼い主の方へは、文書で別途ご案内いたします。

　　　　・日程表の会場であれば、どの会場でも受けられます。

　　　　・当日、犬の体調がすぐれない場合は接種せず、臨時日または動物病院で受けてください。

　　　　・料金：新規登録の犬（1頭あたり）5,800円（登録料3,000円＋注射料2,800円）
　　　　　　　　登録済の犬（1頭あたり）2,800円（注射料のみ）

　　　　　　　　《注射料（2,800円）の内訳…獣医の注射料2,250円、注射済証交付手数料550円》

　　　　　○おつりのいらないように、ご協力をお願いします。
　　　　　○必ず犬を抑止できる方が、連れて来てください。
　　　　　○飼い主のマナーとして、フンの後始末をする道具を必ずお持ちください。

2．動物病院等で受ける場合（注射後に役場で手続きが必要です）

　集合注射を受けられない場合は、動物病院等で予防注射を受けてください。

　　　　新規登録の犬：注射済証、手数料（3,550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所または
　　　　　　　　　　　支所で手続きをお願いします。

　　　　登録済の犬：はがき、注射済証、手数料（550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所
　　　　　　　　　　　または支所で手続きをお願いします。

　※上記の手数料には注射料金は含まれていません。注射料金は動物病院等に別払いとなります。

町内の動物病院

　大月昭一家畜医院（北）    ☎0866-55-5013　　河内みのり動物病院（吉川）　☎0866-56-6655

　河内保雄動物病院（吉川） ☎0866-56-7025　　沼本輝孝動物病院（下土井）　☎0867-35-0056

【次のような場合も届出が必要となります】
1）犬が死亡したとき…登録を抹消する必要があります。住民課、加茂川総合事務所または支所に届
け出てください。

2）犬を譲渡（譲受）したとき…新しい飼主が住む市町村の窓口に譲受を届け出てください。
3）転居したとき…転居先の市町村の窓口に届け出てください。

〈お問い合わせ先〉住民課　生活環境班　☎0866-54-1316
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せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公

◎
コ
ー
ラ
ス
体
験
会

　
～
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
音
色
に

�

素
敵
な
う
た
ご
え
を
！
～

　

■
日
時
／
３
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　

３
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
午
後
８
時

　

■
場
所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

◇
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

◎
健
康
福
祉
講
座

　
～
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
～

　

■
日
時
／
３
月
22
日
㈮

　
　
　
　
　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30

分

　

■
場
所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
日
時
／
３
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30

分

　

■
場
所
／
豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

■
日
時
／
３
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30

分

　

■
場
所
／
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

◇
内
容
／�

高
血
圧
の
予
防
＆
骨
粗
鬆
症
の

予
防
・
町
保
健
師
に
よ
る
お
話

（
血
圧
の
測
り
方
）
や
骨
密
度

測
定

　

◇
受
講
料
／
無
料

　

◇
申
込
締
切
／
３
月
15
日
㈮

ご存じですか？ 国民年金「学生納付特例制度」
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　納付を猶予されている期間は、年金を受け取るために必要な「期間」に算入されますし、病気やけが
で障害が残ったときも年金を受け取ることができます。
　制度の利用を希望される方は、学生証のコピーまたは在学証明書と印鑑をご持参の上、住民課、加茂
川総合事務所、吉川支所、大和支所で申請してください。（20歳になられる方へは、日本年金機構から「資
格取得届」と「学生納付特例申請書」が同時に送付されます）
　承認期間は４月（または、20歳の誕生月）～翌年３月の１年間で、毎年度申請が必要です。

□学生納付特例申請の簡素化について
　平成24年度において、学生納付特例制度により保険料納付を猶予されている方で、平成25年度も引き
続き在学予定の方へ、日本年金機構から３月下旬に基礎年金番号の印字されたハガキ形式の学生納付特
例申請書が送付されます。（平成25年２月～３月に20歳になられ、学生納付特例の申請をされた方へは、
５～６月頃送付されます）
　同一の学校に在学する場合は、このハガキに必要事項を記入し返送すれば申請ができます。この場合
は、学生証のコピーまたは在学証明は不要です。

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　☎０８６６－５４－１３１６

目安箱を設置しました
　町政に対して、皆さまから「こうしたらどうだろうか」「こうすればもっと
良くなるのではないか」といったご提言をいただくため、目安箱を設置しまし
た。お寄せいただいたご意見に対しては、可能な限り速やかに回答します。
　積極的に町の施策へ反映できるよう努めますので、皆さまの創意あふれるご
提言をよろしくお願いいたします。

　設置場所　　役場庁舎等のほか、各公民館、コミュニティセンター

【お問い合わせ先】　総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

国民健康保険からお知らせ 国民健康保険の届出を忘れずに

　新年度から、 夢や希望を胸に転入や就職など新たな土地や職場でス
タートする方々も多いと思います。転入や就職などで異動がある場合に
は国民健康保険の届出をしましょう。
　こんなときは、必ず14日以内に届出をしましょう。
　（各種届出には身分証明書をご持参願います）

国保に加入するとき
どのようなとき？ 届出に必要なもの

他の市区町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でなくなった理由の証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 母子健康手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑

その他
どのようなとき？ 届出に必要なもの

退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書、印鑑
転居で住所が変わったとき

保険証、印鑑世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、一緒になったとき
保険証を紛失したとき 印鑑

国保をやめるとき
どのようなとき？ 届出に必要なもの

他の市区町村に転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の健康保険証（加入したことを証明す

るもの）、印鑑職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

　保険証は一人に一枚交付されます。正式には「国民健康保険被保険者証」といい、国保に加入してい
る証明書となるものです。お医者さんにかかるときに必要となりますので大切に保管しましょう。
　「保険」の異動に伴い各種制度や年金に届出が必要になりますので、お気をつけください。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班　☎０８６６－５４－１３２６
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お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

無
料
調
停
相
談
会
の
開
設
に

つ
い
て

相　

談

　

次
の
と
お
り
、
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金
銭

貸
借
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
遠

慮
な
く
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
予
約
等
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時

　

�

平
成
25
年
３
月
１
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所

　

高
梁
市
片
原
町
１
番
地
（
日
新
高
校
南
）

　

高
梁
簡
易
裁
判
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
梁
調
停
協
会
事
務
局

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
０
５
１

お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者

に
対
す
る
療
育
相
談
検
診
の
ご
案
内

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

募　

集

吉
備
高
原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
看
護
職
員
募
集

１
．
平
成
25
年
度
看
護
師
（
正
規
）

　

募
集
人
員　

２
名

　

業�

務
内
容　

外
来
も
し
く
は
病
棟
看
護
業

務
（
３
交
替
制
）

　

応�

募
資
格　

看
護
師
免
許
取
得
者
、
も
し

く
は
平
成
25
年
取
得
見
込
み
の
方

　

応�
募
書
類　

履
歴
書
（
写
真
付
）、
看
護

師
免
許
証
（
取
得
者
の
み
）、
成
績
証

明
書
、
卒
業
見
込
証
明
書
（
新
卒
者
）

　

給�　
　

与　

労
働
者
健
康
福
祉
機
構
給
与

規
定
に
よ
る
（
経
験
者
優
遇
）

　

待
遇
等　

規
定
に
基
づ
き
諸
手
当
支
給

　
　

・�

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
厚
生
年
金

基
金
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

　
　

・�

財
形
貯
蓄
制
度
あ
り
、
職
員
宿
舎
あ

り

　

休�　
　

日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
、
交
替
制
の
場
合
上

記
日
数
を
勤
務
表
上
で
割
り
振
る

　

選�

考
方
法　

面
接
、
作
文

２
．
嘱
託
看
護
師

　

募
集
人
員　

３
名

　

業�

務
内
容　

外
来
も
し
く
は
病
棟
看
護
業

務
（
３
交
替
制
）

　

応
募
資
格　

看
護
師
免
許
取
得
者

　

応�

募
書
類　

履
歴
書
（
写
真
付
）、
看
護

師
免
許
証

　

給　
　

与　

時
給
１
，１
７
０
円
以
上

　
　
　
　
　
　
（
経
験
者
優
遇
）

　

待
遇
等　

規
定
に
基
づ
き
諸
手
当
支
給

　
　

・�

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
厚
生
年
金

基
金
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

　
　

・�

財
形
貯
蓄
制
度
あ
り
、
職
員
宿
舎
あ

り

　

休�　
　

日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
、
交
替
制
の
場
合
上

記
日
数
を
勤
務
表
上
で
割
り
振
る

　

選
考
方
法　

面
接

３
．
嘱
託
看
護
補
助
者

　

募
集
人
員　

１
名

　

業
務
内
容　

病
棟
看
護
補
助
業
務

　

給　
　

与　

時
給
８
４
０
円
以
上

　
　
　
　
　
　
（
経
験
者
優
遇
）

　

応
募
書
類　

履
歴
書
（
写
真
付
）

　

待
遇
等　

規
定
に
基
づ
き
諸
手
当
支
給

　
　

・�

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
厚
生
年
金

基
金
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

　
　

・�

財
形
貯
蓄
制
度
あ
り
、
職
員
宿
舎
あ

り

　

休�　
　

日　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始

　

選
考
方
法　

面
接

　
【
応
募
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

〒
７
１
６

－

１
２
４
１

　
　

岡
山
県
加
賀
郡

�
吉
備
中
央
町
吉
川
７
５
１
１　
　

　
　

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

　
　

�

吉
備
高
原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー 

総
務
課

FAX

対　

象

　

岡
山
県
内
に
在
住
す
る
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
患
者
（
児
）
お
よ
び
そ
の
疑
い
の

あ
る
者
（
児
）
な
ら
び
に
そ
の
家
族
（
介
護

者
）
等

日　

時

　

平
成
25
年
３
月
９
日
㈯

　

�

午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
受
付
は
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時
）

場　

所

　

�

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医

療
セ
ン
タ
ー　

研
修
棟　

王
山
荘

　

都
窪
郡
早
島
町
早
島
４
０
６
６
番
地

　

☎
０
８
６

－
４
８
２

－

１
１
２
１

療
育
相
談
検
診
の
内
容

　

�

医
療
相
談
・
遺
伝
子
相
談
・
理
学
療
法
相

談
・
言
語
聴
覚
療
法
相
談
・
作
業
療
法
相

談
・
口
腔
ケ
ア
指
導
・
教
育
相
談
・
福
祉

相
談

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　

�

社
団
法
人　

日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協

会
岡
山
県
支
部

　

☎
・　

０
８
６

－

２
７
５

－

３
４
５
２

　

�

〒
７
０
３

－

８
２
４
８

　

岡
山
市
中
区
さ
い
22

－

８

そ�

の
他　

相
談
、
検
診
希
望
者
は
健
康
保
険

証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

＊
相
談
・
検
診
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。

FAX

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

●
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

・
ご
融
資
額
…
学
生
・
生
徒
お
１
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内

・
利
率
…
２
・
４
５
％
（
母
子
家
庭
は
年
２
・

０
５
％
）（
平
成
24
年
12
月
12
日
現
在
）

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
皆

さ
ま
に
「
災
害
特
例
措
置
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、
お
申
し
込

み
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ�

い
。

・
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
５
７
０

－
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）

※�

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
の
電
話
番
号

　

☎
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６

　

岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

特定最低賃金（岡山県内） 時間額 発効日

耐火物製造業 815円

平成24年12月30日

鉄鋼業 829円

電気機械器具等製造業 745円

自動車・同附属品製造業 796円

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 827円

各種商品小売業 752円

一般機械器具等製造業 809円 平成25年２月14日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
４

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

　　　記帳・帳簿等の保存制度の対象者拡大
　平成26年１月から個人で事業（農業を含む）や不動産貸付等を行う全ての方は、記帳と帳簿等の保
存が必要となります。

　税務署では、記帳・帳簿等の保存制度の概要や記帳の仕方等を説明する「記帳説明
会」を実施致します。
※�説明会への出席を希望される方は、岡山西税務署　記帳指導担当までお問い合わせ
ください。☎０８６－２５４－３４１１　内線２１３

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。（http://ｗｗｗ.nta.go.jp）
（「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください）

税務署からの
お 知 ら せ

　
　

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
４
１

　
　
　

０
８
６
６

－

５
６

－

７
７
７
２

　
　

http://w
w
w
.kibirihah.rofuku.go.jp/

久
保
木 

眞
先
生

 

　
特
別
講
演
会
と
個
別
相
談
会

日　

時　

平
成
25
年
３
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～

場　

所　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル
２
F

　
　
　
　

ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　
　

高
梁
市
正
宗
町
２
０
３
３

�

☎
０
８
６
６

－

２
１

－

０
０
８
０

講　

師　

倉
敷
成
人
病
セ
ン
タ
ー

　

�

肝
臓
病
治
療
セ
ン
タ
ー
・
栄
養
治
療
セ
ン

タ
ー　

部
長　

久
保
木　

眞　

先
生

演�　

題　
『
C
型
肝
炎
治
療
薬
の
大
い
な
る

進
歩　

－

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
か
ら
経
口

薬
の
み
の
治
療
へ

－

』

※�

講
演
終
了
後
、
ご
希
望
の
方
に
は
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料

※�

お
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　

催　

一
般
社
団
法
人　

高
梁
医
師
会

後　

援　

岡
山
県
・
高
梁
市
・
吉
備
中
央
町

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

一
般
社
団
法
人　

高
梁
医
師
会

　

高
梁
市
向
町
４
番
地

　

☎
０
８
６
６

－
２
２

－

３
８
０
１

肝
臓
病
予
防
の
た
め
の

公
開
講
座
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図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

3月

　３月の休館日

４日　 11日　 17日　 18日　 20日　 25日

＜一般書＞　�
　乳がん摘出手術を終えたばか
りだった安武千恵さんが、リス
クを覚悟で産んだ娘のはなちゃ
ん。数年後がんが再発、全身
転移し、自分がもう長くないと
悟ったとき、まだ５歳のはな
ちゃんに遺したのは、生きてい
く強さとおいしいみそ汁の作り
方でした。
� （ロマン高原かよう図書館）

＜絵本＞　�

　ゆうがた、にぎわうしょうて
んがい。あちこちから晩ごはん
のいいにおいがしてくるよ。
「きょうのごはんはなーに？」
ネコになっていろんなおうちの
食卓をのぞいちゃおう。ところ
でぼくのごはんはなーに？
� （かもがわ図書館）

『はなちゃんのみそ汁』
安武信吾・千恵・はな/著　文藝春秋

『きょうのごはん』
加藤休ミ /著　偕成社

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　　　毎月第２・第４木曜日
14日（木）午前10時30分～50分　
　　　　　 かもがわ図書館
28日（木）午前10時30分～50分　
　　　　 　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）
　　　　　　　　　　　　毎月第３土曜日
16日（土）午後２時～午後２時50分
　　　 　　かもがわ図書館

《おはなしのへや》

読みたい本

レインボーさんに
よる

見せ語りと、かんたん
な工作です。

＜新着図書紹介＞� 館名の「か」は、かもがわ図書館　「ロ」は、ロマン高原かよう図書館です。

絵　　　本 著者・出版社 館 実　用　書 著者・出版社 館
おやすみ、はたらくくるまたち ダスキー／ひさかたチャイルド か 新島八重　愛と闘いの生涯 吉海直人／角川学芸出版 か

サッカーがだいすき！ マリベス・ボルツ／岩崎書店 か 「平穏死」10の条件 長尾和宏／ブックマン社 か

はんなちゃんがめをさましたら 酒井駒子／偕成社 ロ 親子で学ぶ数学図鑑 キャロル・ヴォーダマン／創元社 ロ

きいろいゾウ にしかなこ／小学館 ロ 必要なものがスグに！とり出せる整理術 池田暁子／メディアファクトリー ロ

児　童　書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
新種発見！こびと大研究　こびとづかん なばたとしたか／長崎出版 か 等伯　上・下 安部龍太郎／日本経済新聞出版社 か

農家になろう　１～５ 農山漁村文化協会 か 猫弁　天才百瀬とやっかいな依頼人たち 大山淳子／講談社 か

ねえ、おはなしきかせて 原　京子／ポプラ社 ロ 母性 湊かなえ／新潮社 ロ

オトタケ先生の３つの授業 乙武洋匡／講談社 ロ 震える牛 相場英雄／小学館 ロ

3月

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
23
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
石
田
萌
乃
さ
ん
の
「
自
ま
ん
の
お
父
さ
ん
」
を
紹
介

し
ま
す
。

「自まんのお父さん」
大和中学校　１年

石
いし

田
だ

　萌
もえ

乃
の
さん

「
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
。」

　

休
日
の
朝
。
お
父
さ
ん
は
今
日
も
料
理
を
作
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
私
の
お
父
さ
ん
は
、
家
事
を
何
で
も
こ
な

す
自
ま
ん
の
お
父
さ
ん
で
す
。

　

特
に
土
･
日
は
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
で
朝
か
ら
い
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
お
父
さ
ん
は
朝
か
ら
夜
ま
で
ず
っ
と
家
事

を
し
て
く
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
平
日
も
仕
事
を
し
て
い
る

の
に
、
休
み
の
日
ま
で
私
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
て
、

と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
い
つ
も
、

「
萌
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
、
夜
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
で
い
な

い
時
は
、
よ
く
泣
い
て
い
た
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
時
は
、
お

父
さ
ん
が
車
で
大
和
じ
ゅ
う
を
何
周
も
ま
わ
っ
て
、
萌
を

ね
か
せ
て
い
た
ん
だ
よ
。」

と
い
う
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

私
は
も
ち
ろ
ん
何
も
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
が
小
さ

か
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
お
世
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
家
事
を
し

て
く
れ
た
り
し
て
い
た
ん
だ
と
思
う
と
、
何
だ
か
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

家
事
を
何
で
も
こ
な
す
お
父
さ
ん
で
す
が
、
料
理
が
一
番

の
得
意
で
す
。
土
・
日
は
、
お
父
さ
ん
一
人
で
朝
・
昼
・
晩

と
料
理
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
が
手
伝
う
と
、

「
も
う
少
し
弱
火
に
。」

「
も
う
少
し
塩
を
入
れ
て
。」

な
ど
、
と
て
も
う
る
さ
い
で
す
。
私
も
負
け
ず
に
、

「
分
か
っ
て
る
っ
て
。」

と
、
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し
ま
す
。
で
も
、
そ
う
や
っ
て
作
っ

た
料
理
は
、
と
て
も
お
い
し
い
の
で
不
思
議
で
す
。 

そ
の

お
か
げ
で
、
私
は
少
し
料
理
が
う
ま
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
料
理
の
知
識
も
豊
富
で
す
。
私
が
学
校
の

宿
題
で
料
理
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
時
は
、
お
母
さ
ん
と

同
じ
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
事
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

「
米
を
た
く
時
の
水
の
量
」
な
ん
て
、
す
い
飯
器
に
か
い
て

あ
る
量
を
入
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
お
父
さ
ん

は
き
ち
ん
と
し
た
量
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
を
作
っ
た
り
、
食
器
を
洗
っ
た
り
、
洗
た
く
物
を
干

し
て
た
た
ん
だ
り
、
そ
う
じ
を
し
た
り
、
家
事
を
す
べ
て
す

る
お
父
さ
ん
。

　

私
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
働
い
て
く
れ
て
い
る
の
か
、
と

て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。疲
れ
て
い
る
の
に
、仕
方
な
く
や
っ

て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
、
思
い

切
っ
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
家
事
は
と
て
も
大
変
だ
け
ど
、
そ
れ
が
、
家
族
み
ん
な
の

幸
せ
に
な
る
か
ら
、
全
然
つ
ら
く
な
い
よ
。
そ
れ
に
、
萌

が
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
楽
に
な
る
し
ね
。」

と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
安
心
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
私
が
家
事
を
す
べ
て
す
る
事
は
で
き
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
手
伝
お
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

家
の
手
伝
い
を
続
け
る
と
、
お
と
う
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

自
由
な
時
間
も
増
え
る
と
思
う
し
、
家
族
の
幸
せ
な
時
間
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
い
つ
も
大
変
だ
と
思
う
け
ど
、
手
伝
い
し
っ

か
り
が
ん
ば
る
か
ら
ね
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こども読書の日 おはなしわくわくの会
４月23日はこども読書の日！
いつもの「わくわく」を、ちょっと大きくしたおは
なし会です。たっぷりとお楽しみください。

　日時：平成25年４月20日（土）
　　　　午後２時～２時30分まで

　場所：農村環境改善センター2Ｆ（加茂川庁舎東隣）

　★出演　ボランティアサークル　おはなしや

４月23日は
スペインでは
「サンジョル
ディ祭」というお祭りの
日です。大切な人に赤い
バラと本を贈ってお祝い
するそうです。
『ドン・キホーテ』のセ
ルバンティスやシェイク
スピアにもゆかりのある
日だそうですよ♪

平成25年1月より、かもがわ、ロマン高原かよう両図書館で、
「県立図書館カード」が作れるようになりました！
★直接のご利用はもちろん、ご家庭からインターネットでの予約ができるようになります。
★本人確認のできる免許証、保険証等をご持参ください。



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

山
口　

湊
太
ち
ゃ
ん
（
田
土
）

や
ま
ぐ
ち　

そ
う
た

元気にすくすく育ってね

平成24年３月１日生まれ

宍
戸　

愛
唯
ち
ゃ
ん
（
田
土
）

し
し
ど　
　

め

い

めいちゃん　おにいちゃん・おねえちゃんと
いつまでも仲よく　大きくそだってね♡

平成24年３月20日生まれ

藤
森　

愛
菜
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

ふ
じ
も
り　
　

あ
い
な

平成24年３月25日生まれ

元気ですくすく大きくなって
可愛い笑顔をいっぱい見せてね

池
田　

弥
生
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

い
け
だ　
　

や
よ
い

平成24年３月15日生まれ

弥生ちゃん、元気に大きくなってネ

田
中
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
（
和
田
）

た
な
か

お兄ちゃんと食べることが大好きな　
めぐみちゃん　１歳おめでとう

平成24年３月７日生まれ 綱
嶋　
　

藍
ち
ゃ
ん
（
富
永
）

つ
な
し
ま　
　
　
　

ら
ん

よく食べよく寝てよく遊んで
元気いっぱい育ってね♡

平成24年３月３日生まれ

雲
岡　

竜
紀
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

く
も
お
か　
　

た
つ
き

平成24年３月４日生まれ

１歳おめでとう！
いつも家を明るくしてくれてありがとう
これからも元気にすくすく、大きくなってね(*^ ^*)

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

宮
脇
　
和
惠
選
（
投
句
者

107
名
）

「
佳
作
」

　
　
　

夢
の
中
理
想
の
世
界
を
生
き
て
い
る�

赤
木　

優
飛

　
　
　

ゆ
め
で
い
い
月
を
ボ
ー
ル
に
し
て
み
た
い�

西
﨑　
　

颯

　
　
　

こ
れ
か
ら
も
私
の
夢
は
一
直
線�

沼
本　

朱
音

　
　
　

初
日
の
出
夢
へ
向
け
て
の
出
発
点�

桑
村　

太
陽

　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
大
き
な
ケ
ー
キ
は
夢
だ
っ
た�

光
森
麻
由
佳

「
三
光
」

　

人　
羽
ば
た
こ
う
自
分
の
決
め
た
夢
の
た
め�

田
中　

寧
々

　

地　
努
力
し
て
夢
の
ス
テ
ー
ジ
輝
こ
う�

菅
野　

水
紀

　

天　
親
孝
行
そ
れ
が
一
つ
の
ぼ
く
の
夢�

三
村　

五
月

《
一
般
の
部
》�

生
駒
　
聖
天
選
（
投
句
者
32
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

孫
の
夢
見
と
ど
け
た
い
と
老
い
の
夢�

海
士
部
節
子

　
　
　

前
途
へ
の
夢
を
育
む
車
椅
子�

平
井　

綾
子

　
　
　

賽
銭
の
小
銭
に
こ
め
る
で
か
い
夢�

難
波　

良
子

　
　
　

徳
の
種
蒔
い
て
枯
木
に
咲
か
す
夢�

宮
脇　

和
惠

　
　
　

春
を
待
つ
夢
が
地
下
足
袋
待
ち
切
れ
ず�

丸
山　

光
子

「
三
光
」

　

人　
親
の
夢
背
負
い
き
れ
な
い
一
人
っ
子�

中
尾　

里
恵

　

地　
ラ
ッ
プ
し
た
少
女
の
夢
が
発
芽
す
る�

黒
瀬　

嘉
子

　

天　
こ
の
寝
顔
何
か
よ
い
夢
ひ
と
り
占
め�

大
月　

義
之
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＊３月の課題は「声」、４月の課題は「顔」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成25年１月秀句　題「夢」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

な
つ
か
し
い
Ｏ
Ｂ
通
信
読
み
ゆ
け
ば
最
高
齢
者
に
我
が
名
見
つ
け
る�

土
居　

於
栄

新
年
の
朝
日
を
お
が
む
心
意
気
今
年
一
年
元
気
で
居
た
い�

河
田　

和
子

抱
け
る
な
ら
抱
き
し
め
た
い
よ
う
な
故
郷
よ
小
さ
く
静
か
に
日
暮
れ
る
時
は�

河
内　

晶
子

野
の
花
を
無
心
に
摘
み
し
吾
の
背
に
笑
顔
で
立
ち
し
父
を
忘
れ
じ�

山
本　

豊
子

産
声
を
上
げ
て
嬰
児
は
乳ち

房ち

ふ
く
む
生
き
ゆ
く
術す

べ

を
神
は
誘

い
ざ
な
う�

土
居　

照
代

四
家
族
も
て
な
す
日
日
の
献
立
を
書
き
直
し
つ
つ
年
末
年
始�

難
波　

良
子

こ
の
峡
も
す
べ
て
凍
り
て
寒
深
く
今
日
の
陽
差
し
を
感
謝
で
過
す�

山
﨑
し
げ
る

山
河
を
越
え
て
辿
り
し
八や

十そ

の
坂
喘あ

え

ぎ
つ
つ
行
く
今
日
も
明
日
も�

国
只
由
紀
子

何
代
も
繁
れ
る
竹
林
伐
り
出
し
て
大
屋
根
す
っ
き
り
青
空
う
け
る�

中
山　

文
恵

金一封（香典返し）　�
　　　小林　博通〈愛知県〉

　１月１日、新春の暖かい日差しのもと、第31回吉備高原新春マラソン大会（吉川地域づ

くりの会などで組織する大会実行委員会主催）が吉川公民館を発着点に開催されました。

　大会は、ファミリーコース２㎞と３㎞、５㎞のコースで競技。町内外から訪れたマラソン

愛好家や家族連れなど約130名が、家族やスタッフの声

援を受けながら、元気よく走り抜けました。

　ゴール後には、甘酒のサービスやお楽しみ抽選会など

も行われ、参加者は大会を楽しみながら元旦を元気にス

タートしました。

元旦を元気にスタート！



イベント情報

in 吉備中央町わが町福祉フォーラム平成24年度

～ つながりの輪！ 広げよう地域へ ～ 開催のお知らせ

フォト
トピックス
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
号
は
、
成
人
式
実
行
委
員
の

皆
さ
ん
で
す
。

　

成
人
式
の
表
紙
と
い
え
ば
毎
回
、

集
合
写
真
の
撮
影
の
合
間
に
撮
っ
た

も
の
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
何
か
変
わ
っ
た
表
紙
に
し
た

い
と
思
い
、ご
無
理
を
お
願
い
し
て
、

ジ
ャ
ン
プ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

躍
動
感
あ
り
、
笑
顔
あ
り
の
表
紙

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

石
井

【
編
集
後
記
】

▼
昨
年
12
月
に
、
あ
る
お
笑
い
芸
人
の

方
が
42
歳
の
厄
年
（
後
厄
）
に
、
６
年

ぶ
り
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
、
初

期
の
胃
が
ん
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き
、
も
う
す

ぐ
前
厄
を
迎
え
る
自
分
に
と
っ
て
は
、

他
人
ご
と
に
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
厄

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
生
活
習
慣
を

見
直
し
た
り
、
精
密
な
健
康
診
断
を
受

診
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
厄
除
け
の
一

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
月
号
に「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
厄
年
の
人
も
そ

う
で
な
い
人
も
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
、
健

康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
私
も
、

人
間
ド
ッ
ク
で
し
っ
か
り
調
べ
て
も
ら

お
う
と
思
い
ま
す
。

�

難
波

　第2回「晴れの国 岡山」駅伝競走大会に
� 吉備中央町の代表チームが今年も出場！
　１月27日、岡山県内の各市町村がチーム編成して争う第２回「晴れの国岡山」
駅伝競走大会（岡山陸上競技協会主催）が開かれ、吉備中央町からも代表チー
ムが出場しました。
　大会は、岡山市の旭川・百間川ランニングコース９区間42.195キロで争わ
れ、県内21市町25チームがタスキをつなぎました。

日　時　平成25年3月23日（土）　13:00～15:40（12:30より受付）
場　所　ロマン高原かよう総合会館

第一部：特別トークセッション 13:05～

◆「相談支援から見えてくる一人ひとりの生活て
・

つ
・

が
・

く
・

」
� 吉備の里相談支援センター所長：山﨑 弘一 氏
◆スペシャル対談
　『いつも ｢本当の自分｣ らしく、いつも心はストロングスタイル』
� 片山 明氏（元新日本プロレス）VS山﨑 弘一氏（吉備の里相談支援センター）

「明るく、楽しく、そしてあきらめない生き方」
� ピアニスト辻井伸行氏の母：辻井いつ子 氏

第二部：基調講演 14:00～

生後まもなく全盲と診断された息子の才能を信じ、さまざまな困難を
経てプロのピアニストへと二人三脚で歩んだ結果、伸行氏は2009年
のヴァン・クライバーン国際コンクールで日本人で初めての優勝を果
たしました。子どもの才能の引き出し方、伸ばし方を語る講演は、子
育てに悩む親に感動とメッセージを与えるものです。

参加無料

お問い合せ・お申し込み先

電話、ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。
※原則は事前のお申し込みとなりますが、当日参加も受け付けます。

主　催：吉備中央町障害者等地域自立支援協議会
後　援：岡山県備前県民局／吉備中央町／吉備中央町教育委員会／吉備中央町社会福祉協議会

社会福祉法人吉備の里　吉備の里相談支援センター　　吉備中央町上野2320－10
☎0866－56－8216／　 0866－56－8218／　 yamasaki@kibinosato.or.jpFAX

　代表選手は、町内から選抜された吉備高原マラソン愛好会のメンバーやＯＢ、陸上経験者など中学生から社会
人までの13名で、10位圏内を目標に昨年末から練習を重ねました。
　結果は、惜しくも19位と目標には届きませんでしたが、選手は郷土の誇りを胸に、心を一つにして力走しました。

吉備中央町代表選手［敬称略：（　）内は学年］

監　督　松
まつ
原
ばら
浩
こう
一
いち
郎
ろう
　吉備高原マラソン愛好会監督

コーチ　永
なが
易
やす
　静

しず
代
よ
　吉備高原学園高職員

第１区走者（一般男子：６㎞）　石
いし
原
はら
　　聖

たかし
　岡山一宮高 (1)

第２区走者（中学男子：３㎞）　笹
ささ
田
だ
　優

ゆう
太
た
　加茂川中 (2)

第３区走者（中学女子：３㎞）　芦
あし
田
だ
英
え
利
り
香
か
　加茂川中 (2)

第４区走者（一般男子：4.0975㎞）土
ど
井
い
　智

とも
也
や
　社会人

第５区走者（一般女子：６㎞）　貝
かい
貫
ぬき
　史

あや
乃
の
　岡山操山高 (1)

第６区走者（中学男子：３㎞）　竹
たけ
内
うち
　優

ゆう
太
た
　加茂川中 (2)

第７区走者（中学女子：３㎞）　沼
ぬ
本
もと
　千

ち
尋
ひろ
　加茂川中 (1)

第８区走者（一般女子：4.0975㎞） 清
せい
山
やま
真
ま
理
り
菜
な
　高梁高 (2)

第９区走者（一般男子：10㎞）松
まつ
原
ばら
　成

なる
久
ひさ
　関西高 (2)

控え選手
　小

こばやし
林　桃

もも
子
こ
　社会人　　　 長

なが
濵
はま
　公

こう
省
せい
　倉敷高 (2)

　松
まつ
原
ばら
　雄

ゆう
太
た
　加茂川中 (3)　清

せい
山
やま
未
み
菜
な
実
み
　吉川中 (3)

第１区
石　原

第２区
笹　田

第３区
芦　田

第４区
土　井

第５区
貝　貫

第６区
竹　内

第７区
沼　本

第８区
清　山

第９区
松　原

メール


